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 日本における母親の教育価値観及び子どもへの 
期待が養育態度に与える影響 
－首都圏に居住する母親を中心に－ 

文 吉英 

 

 

要    旨 

本研究は、日本における母親の持つ教育価値観(理想的教師観、理想的学生観、理想的教育観)、子どもへの期待と養育態

度との関連を検討したものである。首都圏に居住する母親 96 名を対象に質問紙調査を実施し、統計的分析を行った。その

結果、母親の子どもへの期待として『グローバル志向』『流暢な英語能力』『優秀な成績』『礼儀正しさ』『異文化との交流』

『豊富な遊び経験』の 6 因子が、養育態度として『一貫性のないしつけ』『受容』『統制』『自由への容認』『同調』の 5 因

子が抽出された。教育価値観と子どもへの期待と養育態度との関連を検討するために重回帰分析を行った結果、『一貫性の

ないしつけ』には理想的教師観の『学生尊重(負)』が、『受容』には理想的学生観の『従順』と理想的教育観の『創造性』

『人材教育(負)』および子どもへの『豊富な遊び経験』の期待が影響していた。『統制』には理想的教師観の『専門性』が、

『自由への容認』には理想的教育観の『創造性』が影響していた。『同調』には子どもへの『流暢な英語能力』『優秀な成

績』『グローバル志向(負)』の期待と理想的教師観の『学生尊重』『専門性(負)』が影響を与えていることが示された。 

 

【キーワード】少子化、受験競争、教育価値観、子どもへの期待、養育態度 

 

 

1. 問題の所在 

 1990 年代以降、少子化が加速し、日本政府はこれ

を食い止めるために様々な対策に取り組んできた。

その一例として 2004 年より厚生労働省が推進して

いる「子ども・子育て応援プラン」が挙げられるが、

この施策の一つの特徴は、過去掲げられていた「ゆ

とり教育」に代わって、学力向上アクションプラン

や習熟度別指導などを通した「生きる力」の育成に

より、基礎学力の形成が再び重要視されていること

である（本田, 2005）。 

一方、少子化により定員割れの私立大学は全体の

40%を超えている（私学経営相談センター, 2009）。

また、1980 年代後半より教育政策が大幅に改革され

た結果、過熱していた教育熱が沈静化し（中村, 2005）、

私教育の負担が減り大学の進学においても学生の選

択の幅が広くなってきている（渡辺, 2007）ともされ

ている。しかし、このような現状があるにもかかわ

らず、学歴志向はより強まり、子どもの有名大学へ

の入学を期待する親が増えている（コアネット教育

総合研究所, 2009）。そのため、子どもの学歴獲得の

ために依然として受験競争に子どもを追い立てる親

も少なくない。つまり、 

 

 

少子化が進み、学力向上を重視する教育政策が

次々と実施される中で、子どもが少ない分、親は子

どもに対して高い期待を抱き、 子どもの教育にも一

層熱心になるのである。これは社会における様々な

変化が、子どもの教育を含めた親の養育にも影響を

与える可能性があることを示唆する。しかし、以上

のような親の教育熱心は「我が子中心の子育て」、「過

保護・過干渉の子育て」など個人主義的で子どもの

発達に望ましくない養育態度（本田, 2005; 鈴木, 

2013）につながることも考えられ、さらにそれによ

り子育てにおける様々な問題が引き起こされること

も推測できる。 

 このことから、少子化の中で親が家庭においてど

のような養育を行っているかを把握することは、少

子化により生じる子育て問題やその改善を考え、今

後の良い子育てのあり方を探るうえで極めて重要で

あろう。 

 

2. 先行研究及び研究目的 

 「養育態度」とは、親などの養育者が子どもを育

てる際に取る態度及び行動のことを指す（南, 1999）。

先行研究では、養育態度はその基底にある信念、価
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値観といった認知的な特性に関連する（Luster, 

Rhoades, Haas, 1989）ことや、親の社会的地位（学歴、

職業、年収）、就業形態などの属性と関連している（田

渕, 1993; 浅川・森岡, 1994）ことが示されている。

また、親は子どもが社会的に容認される人になるよ

うに様々な行動や生活様式を求めるが、このような

親の希望が養育態度を決める（田渕, 1993; Park, 2004）

ことも指摘されている。このことから、養育態度は

親の価値観、親の期待、属性に関連することが推測

できる。養育態度は様々な価値観に影響されると考

えられるが、学力や学歴が再び重視されている状況

からみると、親の養育態度は教育に対する価値観、

つまり教育価値観に影響されることが推測できる。 

「教育価値観」とは、「望ましい教育のあり方につ

いて人々が抱いている信念の集合体（加賀美, 2004;  

2007）」であり、良い教師、良い学生、良い教え方の

3 領域からなる（加賀美, 2004; 2007）。荒牧（2009）

は日本の親が受験教育に熱心になる背景には、学校

教育や教師に対する不信と不満があるとしている。

つまり、子どもの学力や学歴が求められる社会の中

で、親は学校の教師や授業に満足できず、より専門

性のある教師を求めて塾のような学校外教育に依存

し、それが受験教育への熱心さにつながると考えら

れる。このように、親が教師や教育内容についてど

のように考えているかは子どもの教育にも影響する

ため、親の教育価値観を探るうえで、教師像に対す

る検討は非常に重要である。これを反映して、親の

教育価値観に関する研究には、望ましい教師観、学

校の教育において重要と思うことなど理想的教師や

教育内容について検討したものが多い（久富, 1990;  

門脇・藤田 2000)。門脇・藤田（2000）は、日韓中

の教員、保護者、生徒の教育意識を比較検討した。

その結果、日本の保護者が最も良いと考える教師は、

責任感と情熱を持った教師であることが分かった。

さらに、門脇ら（2000）は、日本人は「国家の発展

のために役立つ人材を育成する教育」より、「児童・

生徒の自己実現・人格形成」を重視し、かつ「社会

改革・新しい社会や文化の創造」より、「伝統文化の

継承・社会秩序の維持」を教える教育を期待すると

述べている。 

一方、親は子どもの教育を考えるうえで、子ども

の学生としてのあり方、つまり、理想とする学生像

があると推測できるが、親の持つ理想的学生観を検

討したものは数少ない。また、これらの教師、学生、

教育内容の 3 領域からなる教育価値観と養育態度と

の関連を検討したものは管見の限り見当たらない。 

また、親の期待も養育態度に関連する要因として

示されているが、親の「期待」とは、「子どもの行動、

態度、成就、能力に対して親の持つ主観的で、未来

志向的な望みのこと」を指す（Park, 2004）。河村（2003）

では、親の期待として進学・学業期待、社会への適

応期待、就職期待、従順・見栄期待、苦労への報い

期待の 5 因子、石橋・堂野（2006）では、良い子、

進学・就職、自主性、社会貢献、社会性の 5 因子が

抽出されるなど、親の持つ様々な期待が抽出される

中でも学業に対する期待は殆どの研究で同様に示さ

れている。これらの研究における学業に対する期待

とは主にクラス内での良い成績への望みのことを指

すが、近年日本におけるグローバル化の影響による

期待も存在すると推測され、このような視点も含め

たうえで親の期待を検討する必要がある。 

さらに、学歴、職業有無、社会的地位といった親

の持つ属性と養育態度との関連に焦点を当てた研究

もある。田淵（1993）、本田（2008）、文（2015）で

は、養育に影響を与える要因として母親の最終学歴

が示されており、神原・高田（2000）では父母の学

歴以外に、職業、職種、年収といった社会的地位が

子育てと関連することが示されている。 

以上のように、親の教育価値観、期待、属性が養

育態度と関連することを示した様々な研究がなされ

てきた。上述した研究が親の教育価値観、期待、養

育態度のいずれかを明らかにしたもの、あるいは、

期待と養育態度、属性と養育態度といった 2 つの関

連を探ったものであることに対し、教育価値観、期

待、属性という 3 つの視点から親の養育態度を明ら

かにした研究もある。文（2015）は韓国人母親を対

象に母親の教育価値観、子どもへの期待が養育態度

にどのような影響を与えるかを検討した。その結果、

子どもの学業と関わる期待（グローバル志向と優秀

な成績）が統制、過保護の養育態度に影響を与える

要因であることが示された。さらに、統制、過保護

の養育態度が韓国をより学歴中心の社会へ向かわせ

る可能性があることを示唆した。韓国が日本以上に

急激な少子化が進んでいる点から、文（2015）の結

果は日本の少子化に伴う教育や養育の諸問題を考え

るうえで重要な視点を提供する。しかし、韓国は基

本的に中学受験や高校受験がなく大学受験が中心と

なっており、1997 年の経済危機をきっかけに日本よ
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り早めに英語の重要性が高まっている社会である 1

点では、教育制度や社会的風潮が異なる日本におい

ても日本社会の現状や先述した 3 つの視点を踏まえ

た研究が必要であると言える。 

以上の先行研究の知見から、本研究では親の教育

価値観、期待、属性といった 3 つの視点から養育態

度との関連性を検討することにする。 

まず、学力向上重視の施策の実施、受験競争、日

本における少子化、グローバル化といった社会的文

脈の中で、親が子どもの対してどのような期待、養

育態度を持っているかを明らかにし、その後、母親

の教育価値観、期待、属性（仕事の有無、家庭の年

収、最終学歴）と養育態度とではどのような関連が

あるかを検討することを目的とする。本研究では、

特に子どもとより多くの時間を過ごし、養育におい

て主導的な役割を果たす母親（牧野・渡邉・船橋・

中野, 2010）に注目する。 

 

3. 研究方法 

3.1 調査時期及び対象者 

 2012 年 8 月~9 月、首都圏（東京都、埼玉県、千

葉県）に居住する小学生（公立小学校）の子どもを

持つ日本人母親 102 名を対象に質問紙調査を実施し

た。 

対象者は協力者を介してスノーボール方式で集め、

質問紙は郵便で配布、回収した。そのうち、回答に

著しく不備があったものを除いた結果、96 名からの

回答が有効であった（有効回答率 94.1%）。 

対象者の｢年齢｣は、30 代が 44 名（45.8%）、40 代

が 49 名（51.0%）、50 代が 4 名（4.2%）であった。｢仕

事の有無｣に関しては、していると答えた人が 64 名

（66.7%）であった。｢最終学歴｣は中・高卒が 22 名

（22.9%）、短大卒(専門学校を含む)が 47 名（49.0%）、

大学卒以上が 27 名（28.1%）であった。 

3.2 手続き 

 質問紙作成にあたって、事前調査として 2012 年 2

月~3 月にかけて、首都圏に居住する小学生の子ども

を持つ日本人母親 6 名を対象に 1~2 時間程度の半構

造化インタビューを行った。 

インタビューでは、普段子どもにどのような教育

を行っているか、子どもにどのような期待を持って

いるかを質問し、得られたデータを文字化した後、

KJ 法（川喜田, 1967）におけるグループ分けの手法

を参考にし、分析した。     

質問紙は 1.養育態度尺度、2.教育価値観尺度、3.

子どもへの期待尺度、4.フェースシートで構成され

ている。質問項目はインタビュー結果をもとに、関

連文献から項目収集を試み、養育態度尺度は戸田

（2006）、Lee（1991）を参考に 34 項目を作成した。

教育価値観尺度は理想的教師観、理想的学生観、理

想的教育観の 3 領域からなる加賀美（2007）の教育

価値観尺度（短縮版）の 31 項目を使用した。子ども

への期待尺度は事前調査で得られた結果をもとに

25 項目を作成した。これらの尺度においては｢1．ま

ったく当てはまらない｣から｢5．非常に当てはまる｣

までの 5 件法で回答してもらった。 

フェースシートは｢年齢｣、｢仕事の有無｣、｢最終学

歴｣、｢世帯年収｣、｢子どもの数｣などを問う項目から

なる。 

 

4. 結果 

4.1 教育価値観尺度短縮版（加賀美, 2007）に対す

る信頼性分析結果 

本研究では、母親の養育態度と関連する要因とし

て母親の期待と教育価値観という認知的特性に注目

する。教育価値観については加賀美(2007)の教育価

値観尺度短縮版を用い、養育態度との関連を検討す

ることにする。この尺度を援用したのは、これまで

行われた教育価値観を扱った数多くの研究が、教師、

学生、授業のいずれかに焦点を当てたものであるこ

とに対し、加賀美（2007）の教育価値観尺度はこの

3 領域を含めたうえで作成したものであり、下位尺

度の項目も教師像、教育像に関する研究（坂野,1999; 

伊藤 ,2000; 加藤・加瀬ほか ,1987; 伊藤 ,1995; 佐

藤,1990; 李,1998 など )からの知見が十分反映され

ているためである。 

以上の理由に加え、この尺度を使用し国別、世代

別に教育価値観を検討した研究（加賀美, 2004; 2007; 

2010; 2013）が数多くなされていることから、本研

究における母親の教育価値観の因子構造も同様であ

ると想定し本来の因子ごとに度信頼性分析を行うこ

とにより、その安定性を確認した。以下では、教育

価値観尺度の下位尺度の内容と信頼性分析の結果

（表 1）について述べる。 

まず、教師観の『熱意』は、教師の情熱や指導方

法などを表す 5 項目からなり、信頼性を検討したと

ころ α 係数は .637 であった。次に『専門性』は、

教師の教え方や専門知識などを表す 4 項目からなり、
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α 係数は .675 であった。『学生尊重』は、教師の学

生への理解や配慮などを表す 2 項目からなり、α 係

数は .654 であった。最後に『教師主導』は、教師の

権威性を表す 2 項目からなり、α係数は .617 であっ

た。 

次に、学生観の『意欲』は、学生の学習における

好奇心や熱心さなどを表す 2 項目からなり、α 係数

は .677 であった。また『従順』は、学生の教師への

素直な態度を表す 2 項目からなり、α係数は .664 で

あった。『規則遵守』は学生の社会規範遵守を表す 2

項目からなり、α係数は .659 であった。 

 

表 1. 教育価値観(短縮版)(加賀美, 2007)の信頼性分

析結果 

 
 

最後に、教育観の『人材教育』は社会への貢献の

ための人材を育てることを表す 2 項目からなり、α

係数は .717 であった。『文化的視野』は国際性や広

い視野を持つ人間を育てることを表す 2 項目からな

り、α 係数は .689 であった。『自主独立』は自律性

や自発性を持つ人間を育てることを表す 3 項目から

なり、α 係数は .746 であった。『社会化』は社会規

範や通念を教えることを表す 3 項目からなり、α 係

数は .679 であった。『創造性』は学生の自由さを中

心とする教育のことを表す 2 項目からなり、α 係数

は .702 であった。以上のように、教育価値観尺度（加

賀美, 2007）の全ての下位尺度において、一定の内的

整合性が認められ、母親の教育価値観を測定するう

えでも安定した尺であると考えられる。 

4.2 母親の子どもへの期待(因子分析結果) 

子どもへの期待尺度（25 項目）に対して主因子法

による（プロマックス回転）因子分析を行った。十

分な因子負荷量を示さなかった項目（.35 以下）や複

数の因子に高い負荷量を示す 7 項目を除外した結果、

6 因子（18 項目）が抽出された（表 2）。さらに、各

因子の内的整合性を確認するために信頼性係数を算

出した。 

 

表 2. 子どもへの期待の因子分析結果 

 

学生に忍耐強く説明する

熱心に指導する

学生を励まし希望を与える

学生の長所をほめる

正義感が強い

専門分野の知識が豊富だ

いろいろな授業方法を工夫する

説明がわかりやすい

博識で視野が広い

教師は学生と対等な立場で接する

クラスでは学生の自主性を重んじる

教師として威厳をもって学生に接する

クラスのことは教師がすべて決める

好奇心が旺盛で積極的だ

努力を惜しまず向上心がある

教師の意見を尊重する

教師の提示した方法に従う

授業のじゃまになることはしない

欠席や遅刻をしない

人のために役立つ人間を育てる

社会に貢献する人間を育てる

ものごとを地球規模で考える人間を育てる

学生の意欲を引き出す

学生の素質や可能性を引き出す

自分で判断し行動する人間を育てる

人と社会に関するメッセージを伝える

社会の規則を教える

世間の常識を教える

規則に縛られず自由に行動することを促す

世間の常識にとらわれない自由な生き方を促す

理
想
的
学
生
観

意欲
(α＝.677)

従順
(α＝.664)

規則遵守
(α＝.659)

理
想
的
教
師
観

熱意
(α＝.637)

専門性
(α＝.675)

学生尊重
(α＝.654)

教師主導
(α＝.617)

理
想
的
教
育
観

人材教育
(α＝.717)

文化的視野
(α＝.689)

異文化を理解し異文化の人々と積極的に交流す
る人間を育てる

自主独立
(α＝.746)

社会化
(α＝.679)

創造性
(α＝.702)

項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

第1因子　グローバル志向(α=.828)

将来、世界で活躍してほしい .898 -.121 -.052 .153 .023 -.163

将来、海外で仕事してほしい .758 .254 -.030 -.109 -.075 -.001

将来、海外に行って勉強してほしい .678 -.014 .171 -.004 .056 .095

第2因子　流暢な英語能力(α=.778)
英語の塾に通って、英語が話せるよう
になってほしい

-.245 .833 .106 .131 -.040 -.193

他の科目よりも、英語を優先して勉強
してほしい

.251 .669 .003 .076 -.281 .081

小学生のうちに、留学して英語が話せ
るようになってほしい

.028 .613 .028 -.270 .018 .255

英語の話せる子と友達になってほしい .170 .505 -.067 -.052 .207 .108

英語で書かれた本や英語の勉強ができ
る映画を見てほしい

.166 .417 .076 .031 .295 -.290

第3因子　優秀な成績(α=.748)
今より成績が上がってほしい .074 -.080 .787 -.086 .087 .059

学校以外の教育を受けて、試験でより
良い点数を取ってほしい

-.061 .201 .722 -.030 -.054 -.017

いつもクラスの中で、成績が上位圏で
いてほしい

.072 .033 .653 .137 -.074 .079

第4因子　礼儀正しさ(α=.741)
きちんと挨拶する子になってほしい .015 .036 -.046 .895 -.131 .123

思いやりの気持ちのある子になってほ
しい

.080 -.109 .077 .627 .173 .095

第5因子　異文化との交流(α=.696)

自分の国のことだけではなく、世界の
色んな国にも関心を持ってほしい

.007 -.188 .074 -.063 .790 .123

色んな国の人と友達になってほしい .029 .137 -.157 .077 .698 .010

第6因子　豊富な遊び経験(α=.561)
勉強の時間よりも、遊ぶ時間をたくさ
ん持ってほしい

.019 .072 -.274 .036 .015 .581

キャンプなどの自然とふれ合う経験を
してほしい

-.043 -.080 .264 .108 .075 .576

子どもらしく、自由に遊んでほしい -.117 .201 -.035 .236 .152 .429

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

Ⅰ - .547 .136 .089 .370 -.030

Ⅱ - .172 .126 .312 .028

Ⅲ - .114 -.050 -.157

Ⅳ - .312 .296

Ⅴ - .309

Ⅵ -
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第 1 因子は将来、海外進出することを望む内容（3

項目）であることから、『グローバル志向』（α=.828）

と命名した。第 2 因子は英語が上手になることを望

む内容（5 項目）であることから『流暢な英語能力』

（α=.778）と命名した。第 3 因子は良い成績を望む

内容（3項目）であることから、『優秀な成績』（α=.748）

と命名した。第 4 因子は礼儀正しさや人への配慮を

望む内容であることから『礼儀正しさ』（α=.741）と

命名した。第 5 因子は色んな国に関心を持つことを

望む内容（2 項目）から『異文化との交流』（α=.696）

と命名した。第 6 因子は勉強より外での遊びや自然

体験をすることを望む内容（3 項目）であることか

ら『豊富な遊び経験』（α=.561）と命名した。 

4.3 母親の養育態度(因子分析結果) 

養育態度尺度（34 項目）に対して、因子分析を行

った。因子分析は 4.2 と同様の手続きで分析を行っ

た。その結果、以下の 5 因子（14 項目）が抽出され

た（表 3）。 

 

表 3. 養育態度の因子分析結果 

 

 

第 1 因子は母親の気分や都合により子どもへの態

度が変わる内容（3 項目）であることから『一貫性

のないしつけ』（α=.714）と命名した。第 2 因子は子

どものやりたいことを全部受け入れる内容（3 項目）

であることから『受容』（α=.666）と命名した。第 3

因子は子どもことを細かく指示する内容(2 項目)で

あることから『統制』（α=.649）と命名した。第 4 因

子は子どもが自由に行動することをあまり気にしな

い内容（2 項目）であることから『自由への容認』

（α=.568）と命名した。第 5 因子は周りのお母さん

たちのやることを意識し、同様に振る舞おうとする

内容（2 項目）であることから『同調』（α=.593）と

命名した。 

4.4 教育価値観及び子どもへの期待が養育態度に 

与える影響(重回帰分析結果) 

 教育価値観、子どもへの期待、養育態度、属性間

の相関を検討した。その結果、教育価値観、子ども

への期待と養育態度との間で有意な相関が見られた 2。 

以上の結果を踏まえ、養育態度に教育価値観およ

び子どもへの期待はどのように影響しているか検討

するため、養育態度を基準変数、教育価値観、子ど

もへの期待を説明変数とするステップワイズ法によ

る重回帰分析を行った（表 4）。 

 

表 4. 養育態度と教育価値観、子どもへの期待の 

  重回帰分析結果 

 

  

項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

第1因子　一貫性のないしつけ(α=.714)

その時の気分しだいで、子どもに決まりを押し通
したり、緩めたりする

.893 -.006 .009 .058 -.063

子どもが同じことをしても、時によって叱った
り、叱らなかったりする

.547 .243 .063 -.094 .101

子どものために作った決まりをよく変える .533 -.144 .080 .001 .105

第2因子　受容(α=.666)

子どものしたいことは制限しないで、何でもさせ
ている

.126 .669 -.274 .033 .092

子どもの好きなように、いつでも外出させる -.012 .657 .135 -.086 -.121

子どもの行きたい所へは、子どもの言う通りに
行かせてやる

-.112 .636 .123 .118 -.037

第3因子　統制(α=.649)

子どもがすべきことをし終えるまで、何回も指示
する

-.105 .014 .717 .059 .176

何事もどうすべきかを子どもに細かく指示する .190 .005 .608 .063 -.106

子どもを自分の言いつけどおりに従わせる .119 .022 .505 -.150 -.045

第4因子　自由への容認(α=.568)

子どもが理由もなく学校を欠席しても放っておく .092 -.055 -.013 .962 -.045

子どもが何時に帰ってきても構わない -.109 .132 .009 .404 .080

第5因子　同調(α=.593)
周りのお母さんの育て方を参考にして、私もそう
育てようとする

.128 -.188 -.015 -.060 .706

周りのお母さんが子どもにやってあげることは、
私も子どもにやってあげる

-.069 .152 .063 .095 .635

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

Ⅰ - .147 .399 .025 .229

Ⅱ - .098 .124 .144

Ⅲ - -.031 .215

Ⅳ - .100

Ⅴ -

熱意 .203 .186 .302** .130 .064

専門性 .046 .030 .130 -.044 -.195*

学生尊重 -.240* .110 -.077 .094 .285**

教師主導 -.097 -.012 -.113 .020 -.115

意欲 -.047 .005 -.033 .013 -.085

従順 -.033 .268* -.028 .156 -.069

規則遵守 -.066 .016 -.058 .027 .148

人材教育 .018 -.314** -.064 .061 .093

文化的視野 -.077 .060 -.047 .005 .125

自主独立 .000 .118 -.028 -.015 .023

社会化 -.013 -.018 -.020 .033 .016

創造性 .040 .265** -.182 .314** -.089

-.103 -.064 -.098 .068 -.274*

.014 .157 .037 .059 .355**

.157 -.133 .146 .033 .297**

-.021 .006 -.031 -.062 -.059

-.095 -.069 -.012 -.057 -.073

.022 .249* .046 -.079 .030

.058* .237*** .091** .099** .282***

β：　標準偏回帰係数

R
2
：　重決定係数

β(標準偏回帰係数)

教
育
価
値
観

理
想
的

教
師
観

理
想
的

学
生
観

理
想
的

教
育
観

子
ど
も
へ
の
期
待

グローバル志向

流暢な英語能力

優秀な成績

礼儀正しさ

異文化との交流

豊富な遊び経験

R2(重決定係数)
*
 p  <.05 　

 **
 p  <.01　

 ***
 p <.001

養育態度

一貫性の
ないしつけ

受容 統制
自由への
容認

同調
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その結果、『一貫性のないしつけ』には、教師観の

『学生尊重』が負の影響を与えていた（R2 = .058, 

p<.05）。 

『受容』には、学生観の『従順』、教育観の『創造

性』、期待の『豊富な遊び経験』が正の影響を与えて

おり、『人材教育』が負の影響を与えていた（R2 = .237, 

p<.001）。 

『統制』には、教師観の『専門性』が正の影響を

与えていた（R2 = .091, p<.01）。 

『自由への容認』には、教育観の『創造性』が影

響を与えていた（R2 = .099, p<.01）。 

『同調』には、期待の『流暢な英語能力』『優秀な

成績』、教師観の『学生尊重』が正の影響を与えてお

り、期待の『グローバル志向』、教師観の『専門性』

が負の影響を与えていた（R2 = .282, p<.001）。 

 『一貫性のないしつけ』、『統制』、『自由への容認』

に対する重決定係数(R2)が、それぞれ .058、.091、.099

と低い数値であるところに留意する必要がある。 

 

5. 考察と今後の課題 

 本研究では、母親の子どもへの期待、養育態度を

明らかにし、教育価値観、子どもへの期待と養育態

度との関連を検討した。 

まず、母親の子どもへの期待がどのようなものか

を検討した結果、6 因子が抽出された。そのうち、『グ

ローバル志向』、『流暢な英語能力』、『異文化との交

流』は、従来の親の期待に関する研究（Park, 2004；

河村, 2003;石橋ら, 2006）では抽出されなかった因子

である点で、新たな知見を示したと言えよう。これ

らの期待が抽出された背景としては、まず日本にお

けるグローバル化の進展が挙げられる。また、その

グローバル化に対応した教育環境づくりのために文

部科学省が推進し始めた小学校における「外国語活

動」の影響も考えられる。2011 年より小学 3 年生か

ら外国語活動は必修となり、中学・高校では英語科

目のコマ数が増え、英語で授業を行うことが促され

るなど、以前にも増して英語の重要性を強調するよ

うな政策が次々と打ち出されている。そのため、英

語が子どもの学業成績と直接関わってくることにな

り、親の英語力の重要性への意識が高まったためで

はないかと考えられる。一方、文（2015）では、本

研究と同様の尺度を用い、韓国人母親の子どもへの

期待を明らかにした結果、一つの因子として本研究

と同様の『グローバル志向』が抽出された。韓国人

母親の持つ『グローバル志向』期待は、将来の海外

進出と英語力の両方を含む望みであった。それに対

し、本研究における日本人母親の『グローバル志向』

期待は、海外進出のみを指すもので、英語力につい

ては『流暢な英語能力』というもう一つの因子が抽

出され、細分化された結果となった。このことから、

韓国人母親は現在期待している英語力を子どもが将

来に海外に出ることと延長線上にあるものと考えて

いることが窺える。一方、日本人母親は子どもが将

来海外に出ることと英語力を持つことを別のものと

して捉えており、子どもに期待する英語力が必ずし

も子どもの将来に結びつくものと考えていない可能

性が考えられる。 

次に、養育態度がどのようなものかを検討した結

果、『一貫性のないしつけ』『受容』『統制』『自由へ

の容認』『同調』の 5 因子が抽出された。また、母親

の教育価値観、期待、属性が実際の養育態度にどの

ように影響しているのかを検討した。以下では、重

回帰分析の結果について、養育態度の因子ごとに考

察を行う。 

『一貫性のないしつけ』には、教師観の『学生尊

重（負）』が影響を与える可能性が見られた。これは

『学生尊重』の項目から考えると、学生と対等な立

場で接せず、学生の自主性を尊重しない教師を望む

母親は『一貫性のないしつけ』をすることを表す。

教育における教師と生徒の勢力関係が家庭における

親子関係と類似する（Hofstede, 1980）ことから、母

親は教師と養育における自分自身のあり方を同一視

する可能性が考えられる。つまり、学生を尊重しな

い教師を望む母親は、養育場面で子どもの意見や意

思を尊重せず、母親自身が主導権を持って子どもを

育てようとすることが推測される。そのため、母親

は子どもよりも自分中心の養育態度となり、自分の

気分や都合によって、子どもを叱ったり叱らなかっ

たりし、子どもと作った決まりなどを勝手に変える

など『一貫性のないしつけ』をすると考えられる。 

『受容』には、学生観の『従順』、教育観の『創造

性』『人材教育（負）』、期待の『豊富な遊び経験』が

影響を与えていた。これは教師の教えに従順な学生

が理想と考え、人材教育ではなく、創造性を育てる

教育を重視し、かつ子どもに豊富な遊び経験を期待

する母親は『受容』の養育態度を取ることを表す。

つまり、学校教育に対して時期的に程遠い人材教育

よりは自由な生き方を教える創造性を育む教育を望
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み、教師に素直に従う学生が良い学生と思い、なお

かつ、学業よりは遊ぶ時間を持つことを期待する母

親は、勉強は学校で学ぶことだけで十分だという考

えを持っており、子どもは子どもらしく行動するこ

とが良いと考えていると推察できる。したがって、

母親は子どもがやりたがることは制限せずやらせる

『受容』の養育態度を取ると考えられる。 

『統制』には、教師観の『熱意』が影響している

可能性が見られた。これは熱意のある教師が理想で

あると考える母親は『統制』の養育態度を取ること

を表す。研究背景でも述べたように、近年日本の教

育においては再び学力向上が重要視されている。こ

のような状況の中で、母親は子どもの学力向上のた

めに「忍耐強く説明する」、「熱心に指導する」など

熱意のある教師を望むと推測できる。そのため、学

力向上を意識し、熱意のある教師を理想とする教師

観を持つ母親は、子どもの学業と関わる養育場面に

おいて子どもがきちんと勉強の内容を理解し、習得

できるように何回も細かく指示したりする『統制』

の養育態度を取ると考えられる。 

『自由への容認』には、教育観の『創造性』が影

響を与えている可能性が見られた。『創造性』の項目

からみると、規則や常識に縛られず、自由に行動す

ることを重視する母親は『自由への容認』の養育態

度を取ることを表す。小学生にとって守るべき規則

と言えるものには、毎日出席する、遅刻をしないな

どの校則がある。子どもがこのような規則に捕われ

ず、自由な行動や生き方を教える教育を理想とする

価値観を持つ母親は、子どもの欠席や帰宅時間につ

いてもあまり気にしないなど子どもが自由に行動す

ることも容認する養育態度を取ると考えられる。 

『同調』の養育態度には、期待の『流暢な英語能

力』『優秀な成績』『グローバル志向（負）』、教師観

の『学生尊重』『専門性（負）』が影響を与えていた。

これは子どもに流暢な英語力や優秀な成績を期待す

るが、グローバル志向は期待せず、かつ専門性のあ

る教師ではなく学生と対等な立場から接する教師が

理想的であると考える母親は『同調』の養育態度を

取ることを表す。流暢な英語能力を期待しながらも、

子どもが将来海外で仕事し、活躍することは期待し

ていない（『グローバル志向』負の影響）点から考え

ると、本研究における母親が子どもに対して求める

英語力とは海外で必要な英語力ではなく、現在の成

績や進学、将来の国内での就職に必要な英語力であ

ることが窺える。子どもに英語力や良い成績を期待

しながらも、教師に対して専門性は重視しない母親

は子どもに受験をさせようとする母親である可能性

が考えられる。一般的に受験の準備は学校より塾に

任せる傾向があるため、子どもの学業についても塾

を中心に考えると推測できる。本調査に先だって行

われたインタビュー調査では「受験を考えている母

親たちの間では塾や習い事などの情報を共有し」、

「周りの母親の育て方をつい意識してしまう」とい

う語りが多数あったことから、子どもの受験を考え

ている母親は、子どもに英語や良い成績を期待する

が、教師の専門性は重視せず、厳しい競争を準備す

る中で周りの母親の育て方に注目しながら自分の子

どもも同様に育てようとする『同調』の養育態度を

取ると考えられる。 

以上では、日本における母親の教育価値観、子ど

もへの期待が養育態度にどのように影響しているの

かについて述べた。以下では、最も多くの要因に影

響されていた『受容』と『同調』の養育態度に焦点

を当て、総合的考察を行う。 

『受容』の養育態度は、「子どものしたいことは制

限しないで、何でもさせている」という項目から分

かるように、子どものやりたいことを尊重し、受け

入れる養育態度である。『受容』が学業と関わる期待

に影響されず、教師の教えに従順である学生を理想

とする価値観、子どもらしい自由な生き方を育てる

教育を重視する価値観に影響されていたことから、

『受容』の養育態度は、数年後の子どもの将来を考

えるよりは現時点では小学生としての学校生活を充

実させることを重視する態度であると考えられる。

つまり、『受容』の養育態度は、学歴社会や厳しい受

験競争といった日本の社会的風潮に影響されず小学

生の時期にある子どもの意思を尊重した養育態度で

あると考えられる。文（2015）では、韓国人母親の

子どものことを受け入れるような養育態度として

『共感的理解』という因子が抽出された。これは「家

で子どもと楽しい時間を過ごす」、「こどもとあまり

色々なことを一緒にしない(逆転項目)」、「子どもの

ことに十分気を配っている」などの項目が含まれて

おり、積極的に子どもと時間を過ごし、子どもの気

持ちを理解しようとする養育態度である。さらに、

学生の意欲、素質、可能性を引き出す『自主独立』

の教育を理想と考える母親が『共感的理解』の養育

態度を取る傾向があった。このことから、日本人母
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親は、子どもが子どもらしく現在の生活を楽しみな

がら創造性が育つことを望み、子どものことを受け

入れる『受容』の養育態度を取ることに対し、韓国

人母親は、子どもの適性や可能性を見つけることを

望み、子どもと時間を共有し、一緒に何かをし、子

どものことを受け入れる『共感的理解』の養育態度

を取ることが分かる。 

一方、『同調』の養育態度は、「周りのお母さんの

育て方を参考にして、私も同じように育てようとす

る」という項目から分かるように、母親が周りの母

親たちの育て方を意識して行う養育態度である。『同

調』には学業と関わる期待、教師の専門性を重視し

ない価値観が影響していた。このことから、母親は

日本社会に定着している学歴重視の価値観と近年学

力・英語力の向上を目指した施策の影響により形成

された期待を実現し、子どもが厳しい競争で後れを

取らないように常に周囲を意識して模倣するような

態度を取っているのではないかと推察できる。『同調』

の養育態度は、母親が周りの母親たちの行動を目に

し、その通りに子どもにもさせる態度であるため子

どもの意思が尊重されにくい養育態度であると考え

られる。文（2015）でも、韓国人母親の養育態度と

して『同調』が抽出され、この態度には本研究と同

様に『優秀な成績』が影響していた。このことから、

子どもに対して『優秀な成績』への期待を持つ日本

人母親と韓国人母親は『同調』の養育態度を取るこ

とが窺える。これらの結果が得られた理由としては

次のように考えることができる。近年、日本は少子

化が進む中でも学力が重視されることにより、学生

間の競争は依然として激しい。また、韓国は、受験

は大学受験であり、さらに「大学修学能力試験」(日

本のセンター試験にあたる)と呼ばれる大学受験は、

年一回しか行われない。そのため、親と学生は常に

大学受験のことを考えざるを得ない環境に置かれ、

受験に対する負担も非常に大きいと考えられる。

小・中・高までの時期は、その一回の試験のための

準備期間となり、その中で学生間の競争は日本以上

に激しいものと思われる。このように、学歴・学力

ために過度な競争が不可避な状況で、日韓における

母親は、子どもが後れを取るのではないかといった

教育に対する不安を感じる可能性が考えられる。岸

川・金児（2000）によると、状態不安 3の高い場合、

他者へ同調することによって、不安を低減させよう

とするという。このことから、日本人母親と韓国人

母親は、周りの母親たちの行動に同調することによ

って子どもの教育に対する不安を低減させ、人と同

じであることに安心感を覚えようとしているのでは

ないだろうか。 

以上のように、本研究では母親の養育態度が「教

育価値観」、「子どもへの期待」という母親個人の持

つ認知的特性に影響されることが示された。また、

母親の教育価値観と子どもへの期待には日本社会の

学歴主義、受験競争と近年の英語力の重要性への認

識の高まりにより形成されたものが存在しており、

それらの価値観や期待に影響される養育態度に対す

る再考の必要性が見いだされた。 

本研究は、対象者が首都圏に居住しており、また、

小学校という特定の時期にある子どもを持つ母親の

養育態度は子どもの学年が上がるにつれ変わる可能

性があるため、本調査結果の過度な一般化はできな

い。今後はより多様な属性を持つ母親を対象とする

研究が必要である。さらに、家庭における父親、子

どもといった家族構成員により母親の養育態度が影

響を受けることも考えられる。今後は、このような

多様な視点からも養育態度を検討し、関連する他の

要因を探る更なる研究が必要である。 
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注 

1. 韓国は経済危機だった 1997 年、韓国内の大手企業は海

外進出を図り、それを支えたのが英語力であった。そ

れ以来、英語力のある人材が優遇されるようになった

背景がある(佐藤,2012)。 

2. 教育価値観、子どもへの期待、養育態度の相関分析の際、

母親の｢年齢｣、｢最終学歴｣、｢世帯収入｣、｢子どもの数｣

を変数として投入して分析を行ったが、これらの属性と

の間では相関が見られなかったため、重回帰分析におけ

る変数として属性は投入していない。 

3. Speilberger（2009）は、不安を「状態不安」、「特性不安」 

と区分した。「状態不安」とは、一時的な緊張、恐れなど 

を感じる強度で、時間によって変わる状況的な不安であ 

る。「特性不安」は、個人の気質による不安のことである。 

つまり、個々人の中に内在された潜在的な性向により個 

人が普段感じる不安のことを指す。 
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The Influence of Japanese Mother’s Educational Values and  
Expectations for their Children on their Rearing Attitude 

－ Focusing on the Mothers Who Live in Tokyo Metropolitan Areas － 
 

MOON Gilyoung 

 

Abstract 

The first purpose of this study is to determine Japanese mothers’ expectations for their children, and child 
rearing attitudes. The second purpose is to investigate the influence of educational values, expectations for the 
children of Japanese mothers on their rearing attitude. A questionnaire survey was conducted of 96 mothers of 
children in elementary school who live in Tokyo and its surrounding areas (Chiba and Saitama prefecture). 
 Resulting from the factor analyses on mothers’ expectations for their children, six factors were extracted: 
“global tendency”, “fluent proficiency in English”, “excellent record”, “politeness”, “intercultural 
communication” and “rich experience of playing”. In addition, as rearing attitudes, five factors were extracted: 
“inconsistent rearing”, “receptive rearing”, “tolerance for freedom”, “control”, and “conformity”.  

Resulting from multiple regression analysis on the influence of Japanese mother’s educational values and 
expectations for their children on their rearing attitude, this study found that Japanese mother’s educational 
values, expectations for the children are the factors that affect their child rearing attitude.  

Particularly, it is suggested that rearing attitude affected by education values and expectations for their 
children formed by the credentialism, the competition in the exam and increased awareness of the importance 
of English proficiency should be reconsidered. 

 
 
【Keywords】declining birth rates, competition in the exam, child rearing attitudes, educational values, expectations for the  

children 
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